
大区画圃場の土壌基盤条件が水稲の生育収量等に及ぼす影響
若松一幸・鎌田易尾・金田吉弘

1．ねらい
近年，水稲の省力低コスト化を図るため
の一方策として，楓場の大区画化が進めら
れている。一方，基盤整備当初の大区画圃
場では，土壌の移動等に伴い，土壌基盤の
条件が不均一になりやすい。そのため，土
壌窒素の発現量に大きなムラが発生する場
面が見られ，過繁茂による倒伏や窒素不足
による収量低下など，水稲の生育は非常に
不安定になりやすい。本報では，大区画整
備初年日圃場における土壌の無機化窒素
量，土壌硬度などの分布状況が水稲の生育
・収量ムラに及ぼす影響を明らかにしたの
で報告する。

2．試験方法
秋田農試基盤整備初年日の1ha区画（50
×200m，細粒強グライ土）圃場を供試した。
品種はあきたこまちで、施肥は基肥にⅣ－P2
05－Ⅹ20各2．0kg／10aを側条施肥により施用
し，追肥は行わなかった。試験年次は2000
年，移植月日は5月18日である。
作土の無機化窒素量は耕起前に作土を採
取し，生土状態で300C4週間培養し測定し
た。また，土壌硬度は貴人式土壌硬度計（D
IK－5520）で収穫後に測定し，水稲根の大部
分が存在すると見られる土壌硬度lMPaま
での深さ（上限25cm）を根城土壌深とした。
土壌の仮比重を1．0として，無機化窒素
量と根城土壌深から算出した単位面積当た
りの無機化堂素量を根城土壌無機化窒素量
とした（以下，根城土壌N）。
生育調査は，有効茎決定期，最高分げっ
期，幼穂形成期，穂揃期，成熟期に1地点
につき20株を調査した。収量調査は，1地
点につき30株×2箇所，計60株の坪刈りに
より調査を行った。試験区の構成は、1筆
あたり，短辺10m長辺25mを1メッシュと
し，計40区について各調査を実施した。

3．結果及び考察
（1）収量及び土壌条件マップ
図1に1ha圃場の糖玄米収量マップを示
した。10a当たりの収量は，A囲場で438～
612kg（標準偏差45kg），B圃場で483～626
kg（標準偏差36kg）の範囲であった。
施月巴は，側条施肥による基肥のみであり，
収量ムラの要因は土壌窒素の影響が大きい
と推察された。図2に作土の無機化窒素量

マップを示した。乾土100g当たりの無機化
窒素量は，A圃場で4．6～8．8mg，B圃場で
4．4～9．5mgのバラつきがあった。また，図
3に示した根城土壌深のバラつきは，A圃
場が12～25cm，B圃場が18～25cmであった。
次に，図4の根城土壌Nマップにより，
水稲に供給される土壌無機化窒素の総量を
示した。Ⅰ戎当たりの根城土壌Nは，A圃場
で7．3～21．2g，B圃場で8．3～23．4gのバ
ラつきが認められた。また，根城土壌Ⅳマ
ップは，作土の無機化窒素量マップや，根
城土壌深マップよりも明らかに糖玄米収量
マップと類似性の高いパターンを示した。
（2）土壌条件と水稲の生育収量
図5に示すように，無機化窒素量，根城
土壌深とも糖玄米収量と正の相関を示した
が，根城土壌Nが精玄米収量とより高い相
関を示した。また，表1に示すように，根
城土壌Nは，全垂，穂数，総籾数などとも
相関が認められ，作土の無機化窒素量や根
城土壌深よりも高い相関を示すことが明ら
かになった。このことから，大区画圃場に
おける土壌窒素無機化量の判定には，根城
を考慮することが重要と考えられた。
次に，精玄米収量と最も相関の高い根城
土壌Nが，水稲生育に影響を及ぼす時期に
ついて検討した。表2に示すように，根城
土壌Nと水稲の生育は，幼穂形成期以降に
正の相関が高まる傾向が見られ，特に穂揃
い期から成熟期にかけて影響が強く現れる
ことが明らかになった。

4．まとめ
大区画囲場の土壌条件が水稲の生育・収
量に及ぼす影響を検討し，根城土壌無機化
塵素量が，水稲の収量に強く影響すること
を明らかにした。また，大区画圃場におけ
る土壌窒素無機化量の判定には，根城を考
慮することが重要であることが示唆され
た。さらに，根城土壌無機化窒素量は，幼
穂形成期以降の生育に影響を及ぼし，穂揃
い期から成熟期にかけて影響が大きくなる
ことを明らかにした。

引用文献
1）烏山和伸．2001．大区画水田における地力
窒素ムラと水稲生育．土肥誌　72（3）：45
3－458

ー　3　－



図2　1ba圃場における作土（0～15皿）の
無機化窒素皇マップ

図3　1ha圃場における根城土壌深マップ　　図4　1ba圃場における根城土壌無機化窒素皇マップ
OA禰増
●8円壌

（
8
－
＼
ヱ
）
州
阜
米
朝
賽

0
0
　
　
伽

4　　6　　8　1　8　　8　10

無機化豊素量（m〆1∞d

700

850

800

550

5α）

450

400

○只祁6♯

●R報49や■

●

10　　15　　　20　　　25

椙蠣土壌深（cd

700

850

8【X】

SSt1

500

450

400

○只＝n72■＊

●R租81＊■

・華≒○‘虎
●
●
亀
‥

30　　　　　5　　　1（〉　　15　　　20　　　25

根城土壌無札化塞素量k／ポ）

図5　無機化窒素畳および根城土壌深・根城土壌無格化窒素量と精玄米収量の関係

表 1　 土壌 垂件 と収貴お よび収侵構成尊意 との単相関

蘭場 頂　 目 玄米蛋　　 全 重　　 穂数　 一穂 籾数　 親類数　 登 熟歩合　 千放棄

A

無機化窒素量 0．5311　 0．56日　　 0．29　　　 0’．23　　　 0．38睾　　 0 ．03　　　 0 ．10
根 城 土 壌’深 0．551‡　 0．4511　 0．25　　　 0．4511　 0 ．5 111　 0．01　　 0．4211
超目盛 土 塊 N 0．721事　　 0．6研　　 0．37I　　 O．45両　　 0 ．60暮1　 0．02　　　 0．371

B
無機化窒素鼻 0．4 811　 0．381　　 0．43糾　　 0．26　　　 0 ．5011　 0．01　　 0．361
根 城 土 壌 深 0．4 911　　 0．4 01　　 0．19　　　 0．19　　　 0 ．26　　 －0．03　　　 0．22
相 磯 土 塊 N 0．611‡　 0．481I　 O．461I　 O．31　　 0 ．541I　 －0．0 1　　 0．391

注）榊は1％水準で有乳lは5％水準で有意

蓑 2　 相成土壌無機化窒

固 項　 目
相成土壌無機化窒素登

有効茎 最高分　 幼穂　 穂揃　 成熟

場 決定期　 げっ期　 形成期　 期　　 期

A

草 丈 －0．41‡‡＿0．481I O．12　　　　　 0．6少
茎・積数 －0．03　 0．19　 0．2 9　 0．361 0．371
葉　 色 0．15　 ＿0．04　 0．44叫　0 ．5611 0 ．4 214
夢．敏幸 －0．20　 ＿0．20　 －0．08　 0．09’ 0 ．61両

素鼠と水稲生育との単相関

圃 項　 目
相成十焼無機化窒素普

有効茎 最高分　 助穂　 穂揃　 成熟
墟 淡定期　 げっ期　形成畳　 鰯　　 期

B
草　 丈 ＿0．05　 0．11　 0．24　　　　　 0．561l
茎 ・穂数 OJ20　　 0．21　 0．361 0．43I1 0．4611
葉　 色 ＿0．13‾　0．05　 0．15　 0．411書　0．63日
乾物垂 －0．27　 0．07　 0．05　 0．24　 0．371

注1）林は1％水準で右乱lは5％水準で有意　注2）穏揃期葉色は弟2葉，成熟期葉色は第1葉（止葉），成熟期草丈は全長
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